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口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
大
分
県
告
示
第
五

百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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表
中

「

た
ん
吸
引
等
施
術
者

養
成
事
業
筆
記
試
験

総
合
得
点

合
格
発
表
の
日

か
ら
一
月
間

福
祉
保
健
部
高
齢
者

福
祉
課

　

及
び

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

」

「

農
業
機
械
士
技
能
検

定
試
験

学
科
試
験
得
点
及

び
実
技
試
験
得
点

合
格
発
表
の
日

か
ら
一
月
間

県
立
農
業
大
学
校

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
九
十
九
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
中
津
市
に
係
る
農
業
振
興
地
域
の
指
定
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
　

平
成
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十
一
年
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月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

中
津
農
業
振
興
地
域
の
区
域

　

次
の
図
の
と
お
り

　

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
大
分
県
農
林
水
産
部
農
地
活
用
・
集
落
営
農
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
号

　

大
分
県
低
入
札
価
格
調
査
実
施
要
領
（
平
成
十
二
年
大
分
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

　

第
二
中
「
の
工
事
」
の
下
に
「
又
は
総
合
評
価
落
札
方
式
を
適
用
す
る
工
事
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
指
名
通
知
又
は
公
告
が
行
わ
れ
る

競
争
入
札
に
付
す
る
建
設
工
事
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
五
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
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い
て
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。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　
　

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

一
般
国
道
二

一
三
号

豊
後
高
田
市
臼
野
字
鵜
泊
四
〇
三
番

四
か
ら

豊
後
高
田
市
臼
野
字
鵜
泊
四
五
四
番

四
ま
で

前

　
　

メ
ー
ト
ル

三
一
・
七　
　

～　

九
・
五

　
　
　

メ
ー
ト
ル

三
四
四
・
五

豊
後
高
田
市
臼
野
字
鵜
泊
四
〇
三
番

六
か
ら

豊
後
高
田
市
臼
野
字
鵜
泊
四
五
四
番

五
ま
で

後

四
三
・
一　
　

～
一
六
・
六

三
二
一
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
五
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
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県
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貞　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道
二
一
三
号

豊
後
高
田
市
臼
野
字
鵜
泊
四
〇
三
番
六
か
ら

豊
後
高
田
市
臼
野
字
鵜
泊
四
五
四
番
五
ま
で

平
三
一
・　

三
・
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
三
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

指
定
区

域
の
名

称

所　
　
　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　
　
　
　

地

市
町
村

大　

字

字

地　
　
　
　
　
　
　
　

番

津
久
見

浦

津
久
見

市

岩
屋
町

津
久
見

浦

無
田

梅
夫
山

野
添

二
四
〇
〇
番
、
二
四
〇
一
番
、
二
四
七
九
番
、
二
四
八
〇
番
二
、
二

五
三
八
番
か
ら
二
五
四
〇
番
ま
で
、
二
五
四
二
番
か
ら
二
五
四
六
番

ま
で
、
二
五
四
六
番
二
、
二
五
四
七
番
か
ら
二
五
四
九
番
ま
で
、
二

五
六
一
番
一
か
ら
二
五
六
一
番
三
ま
で
及
び
二
六
二
〇
番
の
一
部

（
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）

二
五
五
〇
番
、
二
五
五
二
番
か
ら
二
五
五
八
番
ま
で
、
二
五
六
二
番

一
か
ら
二
五
六
二
番
三
ま
で
、
二
五
六
五
番
二
、
二
五
六
六
番
一
、

二
五
六
六
番
四
、
二
五
六
八
番
一
、
二
五
六
八
番
二
、
二
五
七
〇
番

一
、
二
五
七
〇
番
二
、
二
五
七
一
番
一
、
二
五
七
二
番
、
二
五
七
三

番
、
二
五
七
四
番
一
、
二
五
七
四
番
三
、
二
五
七
六
番
一
か
ら
二
五

七
六
番
三
ま
で
、
二
五
七
七
番
、
二
五
八
四
番
三
九
の
一
部
（
標
柱

六
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
二
六
一
二
番
一
及
び

二
六
一
三
番
か
ら
二
六
一
六
番
ま
で

二
四
四
七
番
の
一
部
（
標
柱
八
号
か
ら
十
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

の
西
側
の
部
分
）
、
二
四
四
八
番
一
の
一
部
（
標
柱
九
号
と
十
号
を

結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
二
四
四
八
番
二
及
び
二
四
四
八
番
三

二
六
一
七
番
六
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の

部
分
）
、
二
六
一
七
番
七
、
二
六
一
七
番
八
、
二
六
一
八
番
、
二
六

一
九
番
及
び
二
六
二
一
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を

順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）

高
月

佐
伯
市

弥
生

提
内

高
月

梶
平

一
一
四
三
番
一
、
一
一
九
〇
番
、
一
一
九
二
番
、
一
一
九
三
番
、
一

一
九
四
番
、
一
一
九
六
番
か
ら
一
一
九
八
番
ま
で
、
一
二
二
六
番
の

一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
一
二
二

七
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、

一
二
二
八
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部

分
）
、
一
二
二
九
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の

北
側
の
部
分
）
、
一
二
二
九
番
二
、
一
二
二
九
番
三
、
一
二
三
〇
番

の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
一
二

三
九
番
、
一
二
五
三
番
、
一
二
五
四
番
一
、
一
二
五
四
番
二
、
一
二

五
五
番
一
、
一
二
五
五
番
二
、
一
二
五
六
番
二
、
一
二
五
七
番
、
一

二
六
八
番
一
、
一
二
六
九
番
及
び
一
二
七
一
番

一
二
七
二
番
か
ら
一
二
七
四
番
ま
で
、
一
二
七
六
番
一
、
一
二
七
六

番
三
、
一
二
七
六
番
一
九
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順

次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
二
七
六
番
二
〇
の
一
部
（
標
柱

二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
二
七
六
番
二
一
の
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三
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一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
二

七
六
番
二
二
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の

部
分
）
、
一
二
七
六
番
二
三
、
一
二
七
六
番
二
四
、
一
二
七
六
番
二

五
、
一
二
七
六
番
三
七
及
び
一
二
七
七
番
か
ら
一
二
八
〇
番
ま
で

西
浜

国
東
市

国
見
町

�
�来

今
在
家

三
七
一
番
一
、
三
七
一
番
二
、
三
七
一
番
三
、
三
七
二
番
の
一
部

（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
七
四
番
の

一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
七
五

番
の
一
部
（
標
柱
六
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三

七
九
番
の
一
部
（
標
柱
六
号
か
ら
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
南

側
の
部
分
）
、
四
〇
一
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線

の
東
側
の
部
分
）
、
四
〇
二
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
か
ら
四
号
ま
で

を
順
次
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
四
〇
三
番
、
四
〇
四
番
、
四

〇
六
番
、
四
〇
七
番
及
び
四
〇
八
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）

古
江
２

国
東
市

国
見
町

�
�来

古
江

裏
山

四
二
六
〇
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
の
東
側
の
部
分
）
、
四
二
六
三
番
、
四
二
六
四
番
、
四
二
六
五

番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、

四
二
六
九
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部

分
）
、
四
二
七
四
番
二
、
四
二
七
四
番
三
、
四
二
七
五
番
三
、
四
二

七
六
番
か
ら
四
二
八
三
番
ま
で
、
四
二
八
四
番
二
、
四
二
八
四
番
三

及
び
四
二
八
五
番
三

四
一
六
〇
番
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
四
一
七
〇
番
一
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の

北
側
の
部
分
）
、
四
一
七
〇
番
二
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
四
一
七
〇
番
三
、
四
一
七
一
番
の
一
部

（
標
柱
五
号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、

四
一
七
五
番
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
四
一
七
六
番
、
四
一
七
七
番
、
四
一
七
九
番
の
一
部
（
標
柱

五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
四
一
八
一
番
の
一
部

（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
四
一
八
四

番
、
四
一
八
五
番
、
四
一
八
六
番
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
四
一
九
二
番
の
一
部
（
標
柱
四
号
と
五

号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
四
一
九
五
番
二
の
一
部
（
標
柱

三
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
四
二
〇

六
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
南
側

の
部
分
）
、
四
二
〇
八
番
の
一
部
（
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線

の
西
側
の
部
分
）
、
四
二
〇
九
番
及
び
四
二
一
〇
番
の
一
部
（
標
柱

二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）

平
ノ
下

豊
後
高

田
市

佐
野

平
ノ
下

三
四
五
番
二
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
四
五
番
四
、
三
四
七
番
の
一
部
（
標
柱

二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
四
八
番
一
の
一
部

（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
四
八
番
二

の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
四

九
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、

三
五
〇
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の

東
側
の
部
分
）
、
三
五
一
番
の
一
部
（
標
柱
三
号
か
ら
六
号
ま
で
を

順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
七
四
番
一
の
一
部
（
標
柱
五

号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
七
五
番

の
一
部
（
標
柱
六
号
か
ら
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
三
七
六
番
、
三
七
七
番
の
一
部
（
標
柱
七
号
か
ら
一
号
ま
で

を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
三
八
〇
番
の
一
部
（
標
柱
八

号
と
一
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
三
八
一
番
の
一
部
（
標

柱
八
号
と
一
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
三
九
二
番
一
の
一

部
（
標
柱
八
号
と
一
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
三
九
二
番

二
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
一
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
三

九
二
番
三
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
一
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
三
九
三
番
一
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
一
号
を
結
ん
だ
線
の
西

側
の
部
分
）
、
三
九
三
番
二
、
三
九
三
番
三
、
三
九
七
番
一
の
一
部

（
標
柱
八
号
か
ら
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
及

び
三
九
七
番
二

こ
れ
ら
の
土
地
に
伴
う
国
有
地
等
無
番
地
の
全
部

○
公
　
　
　
　
　
　
　
告

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
五
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
　

大
分
都
市
計
画
道
路　

七
・
七
・
百
二
十
八
号　

高
架
側
道
顕
徳
町
線
（
大
分
市
決
定
）　
　
　
　
　

二　

縦
覧
場
所

　
　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課



平
成
三
十
一
年
三
月
五
日

四

大
分
県
報
（
正
誤
）

○
正
　
　
　
　
　
　
　
誤

　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
付
け
大
分
県
報
第
三
〇
六
〇
号
に
登
載
の
大
分
県
告
示
第
八
十
号
（
保
安
林

の
指
定
）
中
の
訂
正

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

一

上

左
か
ら
五

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
九
日

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日


